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教員養成スタンダード(小学校版)

①

省察的実践

1

常に自らの学びを省察し、課題を見つ
けて改善することができる

28

子どもの基本的生活習慣の重要性を理
解し、指導を行うことができる

②

研究を通した
専門性向上

2

研究活動を通じて絶えず自らの専門性
の向上を図ることができる

29 学校の規則や子どもが自分たちで作っ
た決まりを守ることの大切さについて指
導することができる

③

長期的視野に
立つ職能成長

3

長期的視野に立って、自らの職能成長
を図ることができる

30

子どもの問題行動の背景を多面的にと
らえ、対応方法を考えることができる

4 言葉づかい、挨拶、礼儀、マナーなど
の社会人としての常識を身につけてい
る

31

教育相談の意義、理論や技法に関する
基礎的知識を持っている

5

集団での活動において、リーダーシッ
プを発揮することができる

32 キャリア教育の意義を理解し、その指導
に必要な理論や方法に関する基礎的知
識を持っている

6

自らのストレスと身体の健康を適切に
自己管理することができる

33 学習内容の系統性や各学年間のつなが
り等を含め、学習指導要領の主な内容を
理解している

7 日本及び外国の文化・歴史、環境問
題、平和問題等についての幅広い知識
を持っている

34

教科等の内容に関する専門的知識を有
し、実際の指導に活かすことができる

8

教師としての使命感を持ち、その役割
と職務内容を理解している

35

教材の内容について分析・解釈し、適切
な教材の準備を行うことができる

9 教育に関する社会的・制度的事項を理
解し、現代の学校教育の課題を把握す
ることができる

36 子どもの実態や地域の特色に合わせて
教材・教具に工夫を加えたり、新たな教
材・教具を開発したりすることができる

10

教育の理念・歴史・思想について理解
し、自らの教育観を深めることができる

37 主な学習指導方法の長所と短所を理解
したうえで、学習の場面に応じて適切な
指導方法を選択することができる

11

教育課程の意義や編成の方法につい
て基本的事項を理解している

38

各教科等の内容に即した指導方法につ
いて理解し、活用することができる

12

子どもに対して正しくわかりやすい言葉
づかいができる

39 板書、発問、指示の仕方など授業を行う
うえでの基本的な指導技術を身につけて
いる

13 学校生活の様々な場面で子どもの興
味・関心・意欲を喚起するための工夫
を行うことができる

40

学習内容の習熟の程度などを踏まえて、
個に応じた指導を試みることができる

14

人権を尊重しながら子どもにかかわる
ことができる

41

子どもの多様な思考を生かしながら、子
どもの協同的な学習を促すことができる

15

子どもの安全管理に関する基礎的知
識を有し、指導に活かすことができる

42 授業中の子どもの学習状況や発言に配
慮し、柔軟な授業展開を試みることがで
きる

16 素直に他の教師に相談するとともに、
他の教師の意見に対して謙虚に耳を
傾けることができる

43 各教科等の年間指導計画の内容を理解
し、自己の単元計画や本時案に反映さ
せることができる

17

主な情報通信機器の利用方法を理解
し、教育活動に活かすことができる

44

単元計画と子どもの実態を踏まえ、学習
指導案を作成することができる

18 自らが学校組織の一員であることを理
解し、組織内での自らの役割を自覚し
ている

④

授業研究

45

授業研究の重要性を理解するとともに、
積極的に取り組むことができる

19 子どもの発達に関する基礎的知識を有
し、子ども一人ひとりの理解に活かすこ
とができる

⑤

学習評価

46 子どもの学習に対する主な評価の方法
を理解し、学習指導に活かすことができ
る

20 子ども一人ひとりの特性や心身の状況
を生活環境や生育歴を含めて多面的
にとらえることができる

47

子どもに関わる情報を他の教師と共有
する姿勢を持っている

21

子ども同士の関係や仲間集団を把握
し、指導に活かすことができる

48

様々な場面で他の教師と協働する姿勢
を持っている

22

公平かつ受容的・共感的な態度をもっ
て子どもとかかわることができる

49 学校と保護者・地域・他の専門家・他校
種との連携の重要性や役割分担につい
て理解している

23 特別支援教育に関する基礎的知識を
有し、子どもの指導や支援に活かすこ
とができる

50

保護者や地域の声に耳を傾け、誠実に
対応する姿勢を持っている

24

学級担任の役割と職務内容に関する
基礎的知識を持っている

25

学級経営案の意義を理解し、作成する
ことができる

26

子どもとの信頼関係の重要性を認識
し、その構築に努めることができる

27 教室掲示や座席配置を工夫するなど、
子どもが生活や学習をしやすいよう教
室環境を整えることができる

項目

子
ど
も
理
解
に

基
づ
く
学
級
経
営
・
生
徒
指
導

教
科
等
の
指
導

連
携
・
協
働 保護者・

地域等との
連携・協働

②

③

②

授
業
方
法
・
指
導
技
術

③

生
徒
指
導

内
容
理
解

①

他の教師との
連携・協働

①

社
会
人
と
し
て
の
素
養

①

教
師
と
し
て
の
素
養

②

３．

学
級
経
営

②

子
ど
も
理
解

①

教員養成スタンダード　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教員養成スタンダード　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

授業計画

項目

子
ど
も
理
解
に

基
づ
く
学
級
経
営
・
生
徒
指
導

５．

領域領域 中項目 中項目

１．

学
び
続
け
る
教
師

２．

教
師
と
し
て
の

基
本
的
素
養

３．

４．

user
テキスト ボックス
（別添資料１）
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初
年
次
セ
ミ
ナ
ー

（
学
校
教
育
）

初
年
次
セ
ミ
ナ
ー

（
幼
年
教
育
）

初
年
次
セ
ミ
ナ
ー

（
学
校
心
理
）

初
年
次
セ
ミ
ナ
ー

（
国
語
）

初
年
次
セ
ミ
ナ
ー

（
英
語
）

初
年
次
セ
ミ
ナ
ー

（
社
会
）

初
年
次
セ
ミ
ナ
ー

（
数
学
）

初
年
次
セ
ミ
ナ
ー

（
理
科
）

初
年
次
セ
ミ
ナ
ー

（
音
楽
）

初
年
次
セ
ミ
ナ
ー

（
美
術
）

初
年
次
セ
ミ
ナ
ー

（
保
健
体
育
）

初
年
次
セ
ミ
ナ
ー

（
家
庭
）

初
年
次
セ
ミ
ナ
ー

（
総
合
学
習
）

暮
ら
し
の
な
か
の
憲
法

同
和
教
育
と
人
権
教
育

現
代
社
会
と
家
族
問
題

社
会
の
中
の
言
語
文
化

伝
説
と
史
実

芸
術
と
人
間

環
境
問
題
と
健
康

文
学
と
読
解

社
会
認
識
と
地
理
情
報

生
涯
学
習
と
人
間
形
成

人
間
関
係
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

も
の
づ
く
り
と
生
活

兵
庫
の
教
育

社
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
学
習
Ⅰ

社
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
学
習
Ⅱ

社
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
学
習
Ⅲ

社
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
学
習
Ⅳ

障
害
者
理
解
と
支
援

（
入
門
）

数
学
基
礎

物
質
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
科
学

生
命
と
地
球
の
科
学

基
礎
科
学
実
験
Ⅰ

基
礎
科
学
実
験
Ⅱ

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1 1 2 2 1 2 1 2 1 1

3
・
4

3
・
4

3
・
4

3
・
4

1
～

4

2
～

4

3
～

4

4

1
～

4

1 1 1 1 1

１
2

3
4

5
6

7
8

9
１
0

１
1

１
2

１
3

１
4

１
5

１
6

１
7

１
8

１
9

2
0

2
１

2
2

2
3

2
4

2
5

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

●

● ●
●

● ●

●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

●

　

● ●

● ● ● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

●

教
養
科
目
群

常
に
自
ら

の
学
び
を

省
察
し
、

課
題
を
見

つ
け
て
改

善
す
る
こ

と
が
で
き

る

標
準
履
修

年
次

言
葉
づ
か

い
、

挨

拶
、

礼

儀
、

マ

ナ
ー
な
ど

の
社

会
人

と
し
て
の

常
識

を
身

に
つ
け
て

い
る

集
団
で
の

活
動
に
お

い
て
、

リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を

発
揮
す
る

こ
と
が
で

き
る

自
ら
の
ス

ト
レ
ス
と

身
体
の
健

康
を
適
切

に
自
己
管

理
す
る
こ

と
が
で
き

る

日
本
及
び

外
国
の
文

化
・
歴

史
、

環
境

問
題
、

平

和
問
題
等

に
つ
い
て

の
幅
広
い

知
識
を

持
っ
て
い

る

教
師
と
し

て
の
使
命

感
を
持

ち
、

そ
の

役
割
と
職

務
内
容
を

理
解
し
て

い
る

教
育
に
関

す
る
社
会

的
・
制
度

的
事
項
を

理
解
し
、

現
代
の
学

校
教
育
の

課
題
を
把

握
す
る
こ

と
が
で
き

る

教
育
の
理

念
・
歴
史

・

思
想
に
つ

い
て
理
解

し
、

自
ら

の
教
育
観

を
深
め
る

こ
と
が
で

き
る

教
育
課
程

の
意
義
や

編
成
の
方

法
に
つ
い

て
基
本
的

事
項
を
理

解
し
て
い

る

子
ど
も
に

対
し
て
正

し
く
わ
か
り

や
す
い
言

葉
づ
か
い

が
で
き
る

学
校
生
活

の
様
々
な

場
面
で
子

ど
も
の
興

味
・
関
心

・

意
欲
を
喚

起
す
る
た

め
の
工
夫

を
行
う
こ

と
が
で
き

る

人
権

を
尊

重
し
な
が

ら
子

ど
も

に
か

か
わ

る
こ
と
が

で
き
る

子
ど
も
の

安
全

管
理

に
関

す
る

基
礎

的
知

識
を
有

し
、

指
導

に
活

か
す

こ
と
が

で

き
る

素
直

に
他

の
教

師
に

相
談

す
る

と
と
も
に
、

他
の

教
師

の
意

見
に

対
し
て
謙

虚
に
耳

を

傾
け
る
こ

と
が

で
き

る

主
な
情

報

通
信

機
器

の
利

用
方

法
を
理

解

し
、

教
育

活
動

に
活

か
す
こ
と

が
で
き
る

自
ら
が

学

校
組

織
の

一
員

で
あ

る
こ
と
を

理
解

し
、

組
織

内
で

の
自

ら
の

役
割

を
自

覚
し
て
い

る

子
ど
も
の

発
達

に
関

す
る
基

礎

的
知

識
を

有
し
、

子

ど
も
一

人

ひ
と
り
の

理
解

に
活

か
す
こ
と

が
で
き
る

子
ど
も
一

人
ひ
と
り

の
特

性
や

心
身

の
状

況
を
生

活

環
境

や
生

育
歴

を
含

め
て
多

面

的
に
と
ら

え
る
こ
と

が
で
き
る

子
ど
も
同

士
の

関
係

や
仲

間
集

団
を
把

握

し
、

指
導

に
活

か
す

こ
と
が

で

き
る

公
平

か
つ

受
容

的
・

共
感

的
な

態
度

を

も
っ
て
子

ど
も
と
か

か
わ

る
こ

と
が

で
き

る

特
別

支
援

教
育

に
関

す
る
基

礎

的
知

識
を

有
し
、

子

ど
も
の

指

導
や

支
援

に
活

か
す

こ
と
が

で

き
る

学
級

担
任

の
役

割
と

職
務

内
容

に
関

す
る

基
礎

的
知

識
を
持

っ

て
い
る

学
級

経
営

案
の

意
義

を
理

解

し
、

作
成

す
る
こ
と

が
で
き
る

研
究
活
動

を
通
じ
て

絶
え
ず
自

ら
の
専
門

性
の
向
上

を
図
る
こ

と
が
で
き

る

長
期
的
視

野
に
立
っ

て
、

自
ら

の
職
能
成

長
を
図
る

こ
と
が
で

き
る

省
察
的
実

践
社
会
人
と
し
て
の
素
養

教
師
と
し
て
の
素
養

子
ど
も
理

解
学

級
経

営

研
究
を
通

し
た
専
門

性
向
上

教
師
と
し
て
の
基
本
的
素
養

子
ど
も
理

解
に
基

づ
く
学

級
経

営
・
生

徒
指

導
学
び
続
け
る
教
師 長
期
的
視

野
に
立
つ

職
能
成
長

【
下
段
に
続
く
】

教
養
科
目
群
①

user
四角形

user
タイプライタ
-4-
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カ
リ
キ
ュ
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マ
ッ
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【
下
段
に
続
く
】

教
育
実
践

・
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
科
目
群
②

教
育

情
報

メ
デ
ィ
ア
実

習
（実

地
教

育
Ⅵ

）

マ
イ
ク
ロ
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
実

習
（実

地
教

育
Ⅴ

）

学
校

観
察

実
習

（
実

地
教

育
Ⅰ
）

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
実

習
（実

地
教

育
Ⅱ
）

初
等

基
礎

実
習

（
実

地
教

育
Ⅲ
）

初
等

応
用

実
習

（
実

地
教

育
Ⅳ
）

初
等

実
習

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
実

地
教

育
Ⅶ

）
（
学

校
教

育
）

初
等

実
習

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
実

地
教

育
Ⅶ

）
（
学

校
心

理
）

初
等

実
習

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
実

地
教

育
Ⅶ

）
（
国

語
）

初
等

実
習

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
実

地
教

育
Ⅶ

）
（
英

語
）

初
等

実
習

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
実

地
教

育
Ⅶ

）
（
社

会
）

初
等

実
習

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
実

地
教

育
Ⅶ

）
（
数

学
）

初
等

実
習

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
実

地
教

育
Ⅶ

）
（
理

科
）

初
等

実
習

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
実

地
教

育
Ⅶ

）
（
音

楽
）

初
等

実
習

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
実

地
教

育
Ⅶ

）
（
美

術
）

初
等

実
習

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
実

地
教

育
Ⅶ

）
（
保

健
体

育
）

初
等

実
習

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
実

地
教

育
Ⅶ

）
（
家

庭
）

初
等

実
習

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
実

地
教

育
Ⅶ

）
（
総

合
学

習
）

学
校

サ
ポ
ー
ト
体

験
学

習
Ⅰ

学
校

サ
ポ
ー
ト
体

験
学

習
Ⅱ

学
校

サ
ポ
ー
ト
体

験
学

習
Ⅲ

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実

習

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

2 2 1 2 3 4 3

2
～

4

3
～

4

4 4

１
2

3
4

5
6

7
8

9
１
0

１
1

１
2

１
3

１
4

１
5

１
6

１
7

１
8

１
9

2
0

2
１

2
2

2
3

2
4

2
5

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ●

　 ● ● ● ● ● ● ● ●

　 　 ● ● ● ● ● ● ●

　 　 ● ● ● ●

　 　 ● ● ● ●

　 ● ● ●

　 ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

● ●

教
育

実
践

・
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
科

目
群

常
に
自
ら

の
学
び
を

省
察
し
、

課
題
を
見

つ
け
て
改

善
す
る
こ

と
が
で
き

る

標
準
履
修

年
次

言
葉
づ
か

い
、

挨

拶
、

礼

儀
、

マ

ナ
ー
な
ど

の
社

会
人

と
し
て
の

常
識

を
身

に
つ
け
て

い
る

集
団
で
の

活
動
に
お

い
て
、

リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を

発
揮
す
る

こ
と
が
で

き
る

自
ら
の
ス

ト
レ
ス
と

身
体
の
健

康
を
適
切

に
自
己
管

理
す
る
こ

と
が
で
き

る

日
本
及
び

外
国
の
文

化
・
歴

史
、

環
境

問
題
、

平

和
問
題
等

に
つ
い
て

の
幅
広
い

知
識
を

持
っ
て
い

る

教
師
と
し

て
の
使
命

感
を
持

ち
、

そ
の

役
割
と
職

務
内
容
を

理
解
し
て

い
る

教
育
に
関

す
る
社
会

的
・
制
度

的
事
項
を

理
解
し
、

現
代
の
学

校
教
育
の

課
題
を
把

握
す
る
こ

と
が
で
き

る

教
育
の
理

念
・
歴
史

・

思
想
に
つ

い
て
理
解

し
、

自
ら

の
教
育
観

を
深
め
る

こ
と
が
で

き
る

教
育
課
程

の
意
義
や

編
成
の
方

法
に
つ
い

て
基
本
的

事
項
を
理

解
し
て
い

る

子
ど
も
に

対
し
て
正

し
く
わ
か
り

や
す
い
言

葉
づ
か
い

が
で
き
る

学
校
生
活

の
様
々
な

場
面
で
子

ど
も
の
興

味
・
関
心

・

意
欲
を
喚

起
す
る
た

め
の
工
夫

を
行
う
こ

と
が
で
き

る

人
権

を
尊

重
し
な
が

ら
子

ど
も

に
か

か
わ

る
こ
と
が

で
き
る

子
ど
も
の

安
全

管
理

に
関

す
る

基
礎

的
知

識
を
有

し
、

指
導

に
活

か
す

こ
と
が

で

き
る

素
直

に
他

の
教

師
に

相
談

す
る

と
と
も
に
、

他
の

教
師

の
意

見
に

対
し
て
謙

虚
に
耳

を

傾
け
る
こ

と
が

で
き

る

主
な
情

報

通
信

機
器

の
利

用
方

法
を
理

解

し
、

教
育

活
動

に
活

か
す
こ
と

が
で
き
る

自
ら
が

学

校
組

織
の

一
員

で
あ

る
こ
と
を

理
解

し
、

組
織

内
で

の
自

ら
の

役
割

を
自

覚
し
て
い

る

子
ど
も
の

発
達

に
関

す
る
基

礎

的
知

識
を

有
し
、

子

ど
も
一

人

ひ
と
り
の

理
解

に
活

か
す
こ
と

が
で
き
る

子
ど
も
一

人
ひ
と
り

の
特

性
や

心
身

の
状

況
を
生

活

環
境

や
生

育
歴

を
含

め
て
多

面

的
に
と
ら

え
る
こ
と

が
で
き
る

子
ど
も
同

士
の

関
係

や
仲

間
集

団
を
把

握

し
、

指
導

に
活

か
す

こ
と
が

で

き
る

公
平

か
つ

受
容

的
・

共
感

的
な

態
度

を

も
っ
て
子

ど
も
と
か

か
わ

る
こ

と
が

で
き

る

特
別

支
援

教
育

に
関

す
る
基

礎

的
知

識
を

有
し
、

子

ど
も
の

指

導
や

支
援

に
活

か
す

こ
と
が

で

き
る

学
級

担
任

の
役

割
と

職
務

内
容

に
関

す
る

基
礎

的
知

識
を
持

っ

て
い
る

学
級

経
営

案
の

意
義

を
理

解

し
、

作
成

す
る
こ
と

が
で
き
る

研
究
活
動

を
通
じ
て

絶
え
ず
自

ら
の
専
門

性
の
向
上

を
図
る
こ

と
が
で
き

る

長
期
的
視

野
に
立
っ

て
、

自
ら

の
職
能
成

長
を
図
る

こ
と
が
で

き
る

省
察
的
実

践
社
会
人
と
し
て
の
素
養

教
師
と
し
て
の
素

養
子

ど
も
理

解
学

級
経

営

研
究
を
通

し
た
専
門

性
向
上

教
師
と
し
て
の
基
本
的
素
養

子
ど
も
理

解
に
基

づ
く
学

級
経

営
・
生

徒
指

導
学
び
続
け
る
教
師 長
期
的
視

野
に
立
つ

職
能
成
長
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平成２７年度
所属コース・分野

国語 英語 数学 理科 音楽 美術 保健体育 家庭

26 7 1 21 13 15 12 13 6 3 12 5 9 2 145
問１　模擬授業を行った教科は何ですか。

国語 算数 理科 社会 体育 音楽 図画工作 家庭 外国語活動
（英語） 計

18 14 16 21 18 18 15 8 18 146
問２　これまでの実地教育で，この教科の授業を行ったことがありますか。

問３　大学の授業（コースの専門科目，初等○○授業研究等）で，この教科の模擬授業を行ったことがありますか。

問４　この授業に関して，下記の項目①から⑦について，あなたが思ったことを「とてもあてはまる(4)」～「あてはま
らない(1)」の中から1つ選んで，数字の欄に○をつけて下さい。なお，設問の「模擬授業」には，学習指導案
の作成も含みます。

①模擬授業を通して，その教科に関する知識や理解が深まった。 84 50 12 0 3.49

②模擬授業を通して，新たな学びがあった。 92 45 9 0 3.57

③教員の説明や助言はわかりやすかった。 85 51 9 1 3.51

④模擬授業に積極的に取り組むことができた。 68 56 20 2 3.30

59 69 17 1 3.27

40 74 29 3 3.03

92 39 14 1 3.52⑦模擬授業で学んだ内容は，今後，教員になったときに役立つものだと思った。

36 110

⑤模擬授業を通して，教科指導や授業づくりに関する自らの課題を明確にす
ることができた。

⑥模擬授業で学んだ内容は，これまで4年間の授業や実習の中であまり扱わ
れてこなかったものであった。

65 81

ある ない

学生による授業評価（教職実践演習「模擬授業」）　集計結果

４
　
と
て
も
あ
て
は
ま
る

３
　
あ
て
は
ま
る

 
 
平
　
　
均

学校教育系 学校心理系 幼年教育系 社会系

ある ない

計理数プログ
ラム

２
　
少
し
あ
て
は
ま
る

１
　
あ
て
は
ま
ら
な
い

言語系 自然系 芸術系 生活・健康系 総合学習系

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

①模擬授業を通して，その教科に関する知識や理

解が深まった。 

②模擬授業を通して，新たな学びがあった。 

③教員の説明や助言はわかりやすかった。 

④模擬授業に積極的に取り組むことができた。 
⑤模擬授業を通して，教科指導や授業づくりに関す

る自らの課題を明確にすることができた。 

⑥模擬授業で学んだ内容は，これまで4年間の授

業や実習の中であまり扱われてこなかったもので

あった。 

⑦模擬授業で学んだ内容は，今後，教員になった

ときに役立つものだと思った。 

  平  均 
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教員養成スタンダード（大学院） 

【基礎部分】自己評価票 
 

学籍番号  
専 攻 人間発達教育専攻 

ふりがな  

氏  名  コース 教育コミュニケーションコース 

５領域 スタンダード 

(上段）学年当初の自己評価の数値を記入する 

(下段）学年末の自己評価の数値を記入する 

できない ：１   少しできる：２ 

ほぼできる：３   十分できる：４ 

１年次 ２年次 ３年次 

学び続ける 

教師 

１ 省察的実践による課題改善を図ることができる 
   

   

２ 研究を通した専門性向上をめざすことができる 
   

   

３ 
長期的視野に立つ主体的な職能成長を図ることがで

きる 

   

   

教師としての

基本的素養 

４ 
社会人としての素養を備え，自立した社会人として

行動できる 

   

   

５ 
教師としての自覚と使命感を持ち，専門職業人とし

ての知見を備えている 

   

   

児童・生徒の理

解に基づく学

級経営・生徒指

導 

６ 
児童・生徒の発達についての知見をもとに児童・生

徒にかかわることができる 

   

   

７ 
学級経営の基礎的な知識を踏まえて学び合う集団，

自治的・文化的集団の育成ができる 

   

   

８ 
児童・生徒の多面的な理解をもとに，多様な場面に

対して適切かつ柔軟に対応できる 

   

   

教科等の指導 

９ 
専門的な知見をもとに学習内容を探究し，教材開発

につなげることができる 

   

   

10 
学習指導を分析する幅広い知識を有し，確かな学び

を導くことができる 

   

   

11 
学習内容の系統性と児童・生徒の実態を踏まえて指

導計画に反映させることができる 

   

   

12 
教師としての専門的な知見を授業研究に生かすこと

ができる 

   

   

13 
学習評価についての多面的な理解をもとに，評価を

学習指導に生かすことができる 

   

   

連携・協働  

14 
多様な場面で学校内での協働を進める方法論を身に

つけている 

   

   

15 
保護者・地域との親和的な関係を結び，協調的に活

動する意義を理解している 

   

   

 

 ※ 以下に該当する場合は，チェック☑してください。 

     ☐ 教員免許状を所有しておらず，かつ取得予定もない 
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【1 年次当初の自己評価を踏まえた自己課題】 

 

 

 

 

 

 

【１年次修了時の振り返り】 

 

 

 

 

 

 

【２年次当初の自己評価を踏まえた自己課題】 

 

 

 

 

 

 

【２年次修了時の振り返り】 

 

 

 

 

 

 

【３年次当初の自己評価を踏まえた自己課題】 

 

 

 

 

 

 

【３年次修了時の振り返り】 

 

 

 

 

 

 

【自己成長のあしあと（全課程修了時の総括的な振り返り）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自己成長を振り返るキーワードを５つ以内で挙げること】 

 

（          ）（          ）（          ）（          ）（          ） 

 

提出先：学生は指導教員へ → 指導教員は教育支援課へ（aca-std-gs@hyogo-u.ac.jp） 
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     教員養成スタンダード（大学院） 

【専門性の実現に向けた】自己評価票 

 

学籍番号  
専 攻 人間発達教育専攻 

ふりがな  

氏  名  コース 教育コミュニケーションコース 

観点 スタンダード 目    標 

探究力 

人間，社会，教育について，広い視

野から，根本に立ち返って考えるこ

とのできる探究力を有している 

 

１年次修了時

の振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点 スタンダード 目    標 

実践力 

人と人との対話的な関係を構築し

ながら，組織変革のために提言でき

る実践力を有している 

 

１年次修了時

の振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点 スタンダード 目    標 

研究と実践の

融合 

実践的研究者としてよりよい実践

を探究し続ける力を有している 

 

１年次修了時

の振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

提出先：学生は指導教員へ → 指導教員は教育支援課へ（aca-std-gs@hyogo-u.ac.jp） 

  

１年次 
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     教員養成スタンダード（大学院） 

【専門性の実現に向けた】自己評価票 

 

学籍番号  
専 攻 人間発達教育専攻 

ふりがな  

氏  名  コース 教育コミュニケーションコース 

観点 スタンダード 目    標 

探究力 

人間，社会，教育について，広い視

野から，根本に立ち返って考えるこ

とのできる探究力を有している 

 

２年次修了時

の振り返り 

 

 

 

 

 

観点 スタンダード 目    標 

実践力 

人と人との対話的な関係を構築し

ながら，組織変革のために提言でき

る実践力を有している 

 

２年次修了時

の振り返り 

 

 

 

 

 

観点 スタンダード 目    標 

研究と実践の

融合 

実践的研究者としてよりよい実践

を探究し続ける力を有している 

 

２年次修了時

の振り返り 

 

 

 

 

 

【自己成長のあしあと（全課程修了時の総括的な振り返り）】 

 

 

 

 

 

 

 

【自己成長を振り返るキーワードを５つ以内で挙げること】 

 

（        ）（        ）（        ）（        ）（        ） 

 

☆必要に応じて各記入欄の行を追加してください。本様式が２頁に渡っても差し支えありません。 

  

２年次 
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【指導教員による総括コメント】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提出先：学生は指導教員へ → 指導教員は教育支援課へ（aca-std-gs@hyogo-u.ac.jp） 
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第 学年5【プログラム対象科目  教職アドバンストプログラム】

教職アドバンスト実習
  昼間（ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ）ｸﾗｽ

担当教員 長澤　憲保、大林　英夫、笹倉　政之、吉竹　主税、大久保　信三

開講学期 通年単位数

開講曜日時限 時間外
単位区分

授業方法 講・演・実

標準履修年次 5年

備考

MA086001

【授業の目標及び期待される学習効果(授業のテーマ及び目標)】
授業の目標：３週間の実習を通して，
①学部における教員免許状取得のための教育実習の経験を踏まえて，志望する学校の教育全般についてさらに実地に学び，
教科指導，生徒指導，特別活動や道徳，総合的な学習の時間の指導等におけるより実践的な指導力・展開力の向上を図る。

②配属校における指導教員（以下「メンター」という。）の教育活動をアシスタント・ティーチャー（以下「ＡＴ」という
。）として支援しながら，現場のニーズや課題に応じた特色ある教育実践がどのように行われているのかを理解する。

③上記の教育実践活動を通じて，本学の授業科目担当教員（以下「大学実習指導教員」という。）の指導の下，自らの実習
課題の設定及び解決に向けて，主体的，協同的に取り組むことができるようになる。

期待される学習効果：教員免許状取得のための教育実習の経験を踏まえて，自らが課題意識を持ちながら実習に参加し，そ
の経験の省察を通して，教職における職務内容や学校運営のあり方等を幅広く理解し，教職専門性と実践的指導力の向上を
目指す。

【授業の内容・計画】
本科目は，主として６月～11月（４月～７月）の活動期間中に行った以下の３つの活動（①～③）を評価し，単位認定を行
う。
なお，主な実施日時等は，掲示及び教職アドバンストプログラム受講者専用のｅポートフォリオサイトにて周知する。

①事前・事後指導，リフレクションセミナー，訪問指導，グループ演習，実習成果発表会（15時間）
・事前指導：４時間：６月～９月（４月），本学で行う実習内容等の説明会（実習心得等の指導含む）２時間と，実習校と
の事前打合せ（実習計画，服務，学校紹介等）２時間を行う。
・リフレクションセミナー：６時間：実習期間中（３週間×２時間（原則として課題研究が行われる金曜日とする。）に大
学実習指導教員が実習生と共に実習の成果を省察し，指導を行う。
・訪問指導：１時間：大学実習指導教員が実習校を訪問し，実習生の取組状況について，メンター，実習生との面談による
指導・助言を行う。（16時～17時を基本とする。教科指導や研究授業に伴う訪問は時間設定が異なる。日程等の調整は実習
生が行う。）
・事後指導，グループ演習及び実習成果発表会：４時間：12月以降：大学実習指導教員による実習成果を踏まえた事後指導
（実習の反省と今後の課題についての指導）と実習生同士によるグループワークの振り返りを行った後，各実習生による実
習成果発表会を行う。

②指定学校での３週間の実習（３単位：週４日１単位×３週間）
・第１週：配属校のメンターの教育活動（授業（学習指導・教科等指導），特別活動（学校行事運営，クラブ活動・部活動
指導），生徒指導）をＡＴとして観察又は補助（主に観察）しながら，教育実践を理解する。

・第２週：配属校のメンターの教育活動（授業（学習指導，教科等指導），特別活動（学校行事運営，クラブ活動・部活動
指導），生徒指導）をＡＴとして観察又は補助（主に補助）しながら，教育実践を理解するとともに自らの実習課題の解決
に向けた活動を行う。

・第３週：配属校のメンターの教育活動（授業（学習指導，教科等指導），特別活動（学校行事運営，クラブ活動・部活動
指導），生徒指導）をＡＴとして観察又は補助（主に補助）しながら，教育実践を理解するとともに自らの実習課題の解決
に向けた活動を行う。

③「実習ノート等」の提出
　実習生は，実習終了後２週間以内に「実習ノート等」を大学実習指導教員に提出しなければならない。

<留意事項>
①実習受入校ごとに支援の場面・方法，期間等に異なりがある。事前指導等での説明を確実に記録し，適切に対応すること
。

②各実習受入校との連絡を密にし，無理のない活動計画を立て，誠実な取り組みを継続すること。
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【成績評価の方法・基準等】
<実習校の実習の評価>（50％，：評価票の７つの観点：「教職意識」，「児童生徒理解力」，「コミュニケーション力」，
「計画力・教材研究力」，「学習指導力」，「評価力」，「実習記録」）及び<大学実習指導教員の事前・事後指導等の評
価>（50％：評価票の５つの観点（各項目）：「リフレクションセミナーへの参加態度」，「教職意識・教員としての成長
度」，「実習生の実習成果」，「実習記録」，「総括レポート」）に基づいて，教職アドバンストプログラム運営室実習専
門部会で総合的に成績評価を行う。

【テキスト・教材・参考書等】
・大学として，特に準備を求めるものはない。
・各実習受け入れ校の指示に従うこと。

【事前事後学修】

【その他】
①本科目履修のための交通費や食費等は履修者の自己負担となる。
②本科目での活動中の事故等においては，他の教育実習と同様に，入学時に加入した「学生教育研究災害障害保険」及び「
学研災付帯賠償責任保険」の適用を受ける。詳細について，約款等をよく確認しておくこと。
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ベストクラス選定理由書               作成者：澁江靖弘，山端真司，吉水裕也 

 

 

科目名称     社会の中の言語文化 

                              （担当教員名： 菅井三実 ） 

課  程 ： 学部 1年次 開講時期 ： 前期 

授業形態 ： 講義 授業規模 ： 81 人以上 

インタビュー対象教員名   菅井三実 

（実施日時：6月 24 日（水）13時〜14時；実施場所：教育・言語・社会棟 2階）  

インタビュー対象受講者名   矢野新菜 ，山本真由 

（実施日時：7月 8日（水）12 時 30 分〜13 時；実施場所：事務局 2階中会議室） 

選定理由 

 受講生１３０人中１００人以上が１年生であるこの授業では，高校の内容を超え，さらに高いと

ころから見るような授業，つまり大学らしい授業づくりが心がけられている。 

 授業では，世界には４桁の数の言語があり，歴史的に見ると家系図のように言語が分かれたり消

滅したりすること，日本は１つの言語の国ではないことなど，言語に関する基礎知識が扱われてい

る。それらの内容を通して言語について相対化すること，そして，言語についての視野を広げるこ

とがねらいとされている。学生は外国語と言えば英語だと考える傾向があり，またそれが標準だと

いう意識がある。例えば，日本語と英語を比較すると，日本語の語順と同じ言語が半数位で，英語

のような語順を取る言語は相対的に少ないことや，スペリングどおり発音しないという点でも英語

が特異な言語であることなど，学生の常識とは異なる興味深い内容が豊富な資料（毎時Ａ４で５枚

程度）と共に扱われている。また，１年生が多い授業であるため，レポートの書き方も詳しく扱わ

れている。大学生のレポートとして成り立つように，導入，結果，考察という形式や，参考文献の

書き方，「 」の使い方，段落の作り方などを，過去のレポートをサンプルとして検討しつつ扱われ

る。学生は，この授業で学んだことを他の授業にも生かしている。 

 授業では，学生にできるだけ話しかけたり，揺さぶりをかけたりする工夫がなされている。ワイ

ヤレスマイクを渡す，ランダムに指名するなど，対話をする工夫である。学生が発言するように，

学生からの質問の良さをほめるなどのことも積極的に行われている。 

 学生は，これらの工夫を肯定的に受け止めており，思考することの楽しさを味わいながら積極的

に授業に参加している。例えば，方言を題材にした授業では，母音の多い・少ないなど方言は自分

にとって身近なものだと感じたり，方言は地方によって意味は同じでも言い方が異なること（例：

捨てる，ほかす等）や分布に規則性があることを学んだり，まわりの人とも考えたりする時間がと

れたことや，積極的に調べたことを通して，自分たちの言葉を見つめ直す機会となったようである。 

 授業の目標が明確に設定され，それが学生と共有された上で達成されていると考えられること，

基礎的かつ自分自身が使っていることばを相対化できるような内容を提供していること，受講生が

考えることを楽しみながら言語に関する視野を広げることができていると考えられること，考える

ための手だてを意図的に組み込んでおり学生が楽しみながら参加していること，からベストクラス

としてふさわしいと考える。 
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平成27年度免許状更新講習
事後評価アンケート集計結果（必修・選択）

4 3 2 1 4 3 2 1 4 3 2 1 4 3 2 1

1
7/25
～26

須田　康之，廣岡　徹
藤原　忠雄，岡村　章司
日渡　円，淀澤　勝治
浅野　良一

200 190 91 95 4 0 3.46 113 77 0 0 3.59 117 69 4 0 3.59 107.0 80.3 2.7 0.0 3.55

2
8/1
～2

長澤　憲保，別惣　淳二
宮元　博章，樋口　一宗
安藤　福光，谷田　増幸
大野　裕己，廣岡　徹

200 184 68 107 8 1 3.32 87 89 6 2 3.42 110 64 7 3 3.53 88.3 86.7 7.0 2.0 3.42

3
8/8
～9

平野　亮，伊藤　博之
井澤　信三，古川　雅文
日渡　円，淀澤　勝治
大野　裕己，廣岡　徹

200 127 53 66 6 2 3.34 68 53 5 1 3.48 77 46 4 0 3.57 66.0 55.0 5.0 1.0 3.46

4
8/18
～19

長澤　憲保，別惣　淳二
樋口　一宗，山中　一英
安藤　福光，松田　修
大野　裕己，廣岡　徹

200 180 59 99 21 1 3.20 76 93 10 1 3.36 91 82 6 1 3.46 75.3 91.3 12.3 1.0 3.34

5
8/29～

30

大関　達也，廣岡　徹
辻河　昌登，宇野　宏幸
安藤　福光，松田　修
浅野　良一

100 98 52 44 1 0 3.49 60 34 3 0 3.55 58 37 1 1 3.53 56.7 38.3 1.7 0.3 3.52
アンケート無記入1
名

6
8/18
～19

これからの幼稚園教育
―最新情報をふまえて―

橋川　喜美代，横川　和章
名須川　知子，足立　正
石野　秀明

100 99 48 47 2 2 3.42 57 38 1 3 3.51 70 27 1 1 3.68 58.3 37.3 1.3 2.0 3.54

計 1000 878 371 458 42 6 3.36 461 384 25 7 3.48 523 325 23 6 3.55 451.7 389.0 30.0 6.3 3.46

(参考)平成26年度 計 1100 737 346 366 23 2 3.43 418 301 16 2 3.54 451 266 18 2 3.58 405.0 311.0 19.0 2.0 3.52

4 3 2 1 4 3 2 1 4 3 2 1 4 3 2 1

1 コミュニティ・スクールのススメＡ 日渡　円，安藤　福光 30 25 14 9 2 0 3.48 13 12 0 0 3.52 16 8 1 0 3.60 14.3 9.7 1.0 0.0 3.53

2 メディアを活用した国語科授業の作り方 羽田　潤 30 27 16 11 0 0 3.59 13 14 0 0 3.48 19 8 0 0 3.70 16.0 11.0 0.0 0.0 3.59

3 クラリネットを吹こう！　～演奏技法と合奏を中心として～ 河内　勇 20 3 3 0 0 0 4.00 3 0 0 0 4.00 2 1 0 0 3.67 2.7 0.3 0.0 0.0 3.89

4 公民における思想的内容の教え方のポイント 森　秀樹 15 3 3 0 0 0 4.00 3 0 0 0 4.00 3 0 0 0 4.00 3.0 0.0 0.0 0.0 4.00

5 物語や演説を通して読み解く異文化情報 大嶋　浩，松阪　仁伺 40 13 4 8 1 0 3.23 2 10 1 0 3.08 9 4 0 0 3.69 5.0 7.3 0.7 0.0 3.33

6
科学の理解を深め，関心と学習意欲を高める可視化
実験法

猪本　修，庭瀬　敬右 24 21 11 10 0 0 3.52 8 13 0 0 3.38 10 11 0 0 3.48 9.7 11.3 0.0 0.0 3.46

7 タブレット端末で拓くＩＣＴ授業活用 森山　潤，永田　智子 18 18 14 4 0 0 3.78 11 7 0 0 3.61 15 3 0 0 3.83 13.3 4.7 0.0 0.0 3.74

8 プログラミング言語による造形美術表現の基礎Ａ 高木　厚子 15 15 3 9 2 1 2.93 4 9 1 1 3.07 10 5 0 0 3.67 5.7 7.7 1.0 0.7 3.22

9 情報社会・情報技術の進展と教育の情報化Ａ
長瀬　久明，森廣　浩一郎
掛川　淳一，小川　修史 30 29 12 17 0 0 3.41 14 15 0 0 3.48 21 8 0 0 3.72 15.7 13.3 0.0 0.0 3.54

10
保護者と取り組もう！特別なニーズのある子どもに対する家
庭での支援

岡村　章司，井澤　信三 30 33 22 11 0 0 3.67 20 13 0 0 3.61 23 10 0 0 3.70 21.7 11.3 0.0 0.0 3.66

11
「伝統的な言語文化と国語の特質」に関する国語科授業を
考える

田中　雅和 25 26 20 6 0 0 3.77 15 11 0 0 3.58 15 11 0 0 3.58 16.7 9.3 0.0 0.0 3.64

12 絵画表現の広がり　－描画材からのアプローチ－Ａ 大西　久 15 15 10 5 0 0 3.67 8 7 0 0 3.53 11 4 0 0 3.73 9.7 5.3 0.0 0.0 3.64

13 粘土による造形表現の基礎Ａ 村上 裕介，淺海　真弓 15 18 14 4 0 0 3.78 11 7 0 0 3.61 16 2 0 0 3.89 13.7 4.3 0.0 0.0 3.76

14
古文の学習指導における方法的な観点や問題意識を
めぐって

山口　眞琴 25 26 16 9 0 0 3.50 16 9 0 0 3.50 18 7 0 0 3.58 16.7 8.3 0.0 0.0 3.53
アンケート無記入1
名

15
小学校音楽科における合奏指導のポイント
～日々の授業から音楽会へ～

河邊　昭子 24 24 23 1 0 0 3.96 21 3 0 0 3.88 22 2 0 0 3.92 22.0 2.0 0.0 0.0 3.92

16 プログラミング言語による造形美術表現の基礎Ｂ 高木　厚子 15 15 5 10 0 0 3.33 5 9 1 0 3.27 10 5 0 0 3.67 6.7 8.0 0.3 0.0 3.42

17 絵画表現の広がり　－描画材からのアプローチ－Ｂ 大西　久 15 15 10 5 0 0 3.67 8 7 0 0 3.53 13 1 0 0 3.67 10.3 4.3 0.0 0.0 3.62
アンケート設問3の
み無記入1名

18 言語学習の理論的基盤とことばのダイナミズムＡ 菅井　三実 60 61 45 16 0 0 3.74 35 26 0 0 3.57 40 21 0 0 3.66 40.0 21.0 0.0 0.0 3.66

19 いじめ問題の理解と対応の実際 新井　肇 50 55 47 8 0 0 3.85 46 9 0 0 3.84 44 9 2 0 3.76 45.7 8.7 0.7 0.0 3.82

20 専門家でなくてもできる！「文化を学ぶ」柔道の学習 有山　篤利 30 12 11 1 0 0 3.92 11 1 0 0 3.92 6 3 3 0 3.25 9.3 1.7 1.0 0.0 3.69

21 楽しい小学校「音楽づくり」の授業展開 木下　千代 30 29 23 6 0 0 3.79 22 7 0 0 3.76 23 6 0 0 3.79 22.7 6.3 0.0 0.0 3.78

22 教えたい！小学校理科における物理実験のポイント 庭瀬　敬右，石原　諭 24 24 16 8 0 0 3.67 18 6 0 0 3.75 18 6 0 0 3.75 17.3 6.7 0.0 0.0 3.72

23
学校教育たりうるための「体育授業」の要件
－体育科の存在根拠を中心に－

森田　啓之 60 30 23 7 0 0 3.77 21 9 0 0 3.70 19 11 0 0 3.63 21.0 9.0 0.0 0.0 3.70

24 力のつく、楽しい説明的文章の授業づくり 吉川　芳則 55 51 46 5 0 0 3.90 40 11 0 0 3.78 33 18 0 0 3.65 39.6 11.3 0.0 0.0 3.78

25 言語学習の理論的基盤とことばのダイナミズムＢ 菅井　三実 60 26 23 3 0 0 3.88 21 5 0 0 3.81 16 10 0 0 3.62 20.0 6.0 0.0 0.0 3.77

26 体育科における言語活動の充実 上原　禎弘 40 38 17 20 1 0 3.42 21 16 1 0 3.53 24 13 1 0 3.61 20.7 16.3 1.0 0.0 3.52

27 地震のしくみと大地の変化 竹村　厚司，竹村　静夫 30 28 11 17 0 0 3.39 11 16 1 0 3.36 17 9 2 0 3.54 13.0 14.0 1.0 0.0 3.43

28 切って測って作って考える多面体の不思議 濱中　裕明 40 31 24 7 0 0 3.77 23 8 0 0 3.74 22 9 0 0 3.71 23.0 8.0 0.0 0.0 3.74

29 情報社会・情報技術の進展と教育の情報化Ｂ
長瀬　久明，森廣　浩一郎
掛川　淳一，小川　修史 30 30 8 20 1 0 3.13 14 15 1 0 3.43 18 12 0 0 3.60 13.3 15.6 0.7 0.0 3.39

アンケート設問1の
み無記入1名

30 感性と創造性をひらく図工学習の研究 初田　隆 30 35 31 4 0 0 3.89 25 10 0 0 3.71 22 13 0 0 3.63 26.0 9.0 0.0 0.0 3.74

31 いろいろな物質のはなし
尾關　徹，小和田　善之

山口　忠承 40 17 8 8 1 0 3.41 9 8 0 0 3.53 8 8 1 0 3.41 8.3 8.0 0.7 0.0 3.45

32 粘土による造形表現の基礎Ｂ 村上 裕介，淺海　真弓 15 18 16 2 0 0 3.89 16 2 0 0 3.89 17 1 0 0 3.94 16.3 1.7 0.0 0.0 3.91

33 技術教育における問題解決的な学習指導の理論と実践 森山　潤，掛川　淳一 8 0

34 思考力・判断力・表現力を育てる国語科授業づくり 堀江　祐爾 50 49 26 22 1 0 3.51 31 18 0 0 3.63 27 20 1 1 3.49 28.0 20.0 0.7 0.3 3.54

35 平面幾何・空間幾何の基礎 小池　敏司 40 8 3 4 1 0 3.25 3 5 0 0 3.38 4 4 0 0 3.50 3.3 4.3 0.3 0.0 3.38

36 特別支援教育の今日的課題とインクルーシブ体制への展望 河相　善雄，石橋　由紀子 60 64 12 44 8 0 3.06 14 44 6 0 3.13 26 35 2 1 3.34 17.3 41.0 5.3 0.3 3.18

37
子どもに対する教師の見方をふりかえる－学級経営の充実
のために－

秋光　恵子 40 45 28 17 0 0 3.62 28 17 0 0 3.62 33 11 1 0 3.71 29.7 15.0 0.3 0.0 3.65

38
ＱＯＬ向上，危険行動防止をめざすライフスキル教育：意志決
定能力，自尊感情を育成する学習の体験

西岡　伸紀 50 50 39 11 0 0 3.78 35 15 0 0 3.70 33 16 0 0 3.60 35.7 14.0 0.0 0.0 3.69
アンケート設問3の
み無記入1名

39 算数教育講座Ａ
國岡　高宏，加藤　久恵

川内　充延 50 35 20 14 1 0 3.54 20 14 1 0 3.54 17 15 3 0 3.40 19.0 14.3 1.7 0.0 3.50

40 読解力の質的向上を目指す社会科授業づくり 關　浩和 30 22 20 2 0 0 3.91 21 1 0 0 3.95 16 6 0 0 3.73 19.0 3.0 0.0 0.0 3.86

41 算数教育講座Ｂ
國岡　高宏，加藤　久恵

川内　充延 50 14 7 7 0 0 3.50 7 7 0 0 3.50 9 5 0 0 3.64 7.7 6.3 0.0 0.0 3.55

42 言語活動の「質」を高める指導と評価 勝見　健史 30 29 27 2 0 0 3.93 26 3 0 0 3.90 17 11 1 0 3.55 23.3 5.3 0.3 0.0 3.79

43 学校カウンセリング 松本　剛 20 19 16 3 0 0 3.84 14 5 0 0 3.74 14 4 1 0 3.68 14.7 4.0 0.3 0.0 3.75

44
橋の歴史，種類と役割～身近な橋から世界一の吊橋まで～
（（公社）土木学会との共催）

鍋島　康之 40 38 26 12 0 0 3.68 29 9 0 0 3.76 32 5 0 1 3.79 29.0 8.7 0.0 0.3 3.75

【必修領域】

【選択領域】

評価項目 Ⅰ 全体
平均

Ⅱ
評価

Ⅲ
評価

全体平均評価項目 Ⅱ 評価項目 Ⅲ
No.

募集
人数

受講
人数

講習
期間

担当講師講習の名称

受講
人数

評価項目 Ⅰ 評価項目 Ⅱ募集
人数

I
評価

I
評価

学校づくりに活かす
教育の最新事情

－学校知の再構成－

評価項目 Ⅲ Ⅲ
評価

全体平均 全体
平均

Ｎｏ. 講習日 講習の名称 担当講師
Ⅱ

評価

7/25(土)

8/8(土)

7/26(日)

8/1(土)

8/3(月)

8/5(水)

8/2(日)

8/19(水)

8/6(木)

8/9(日)

8/10(月)

8/18(火)

8/7(金)
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45 運動部活動指導論　－学校教育としてのあり方を考える－ 森田　啓之 60 41 23 17 1 0 3.54 28 13 0 0 3.68 23 18 0 0 3.56 24.7 16.0 0.3 0.0 3.59

46 効果的な歌唱・合唱活動の展開 野本　立人 25 27 20 7 0 0 3.74 22 5 0 0 3.81 23 4 0 0 3.85 21.7 5.3 0.0 0.0 3.80

47 実験・観察で学ぶ小学校教員のための生物の基礎基本 笠原　恵 24 21 18 3 0 0 3.86 18 3 0 0 3.86 15 6 0 0 3.71 17.0 4.0 0.0 0.0 3.81

48 学力調査から見る日本の教育の現状Ａ 安藤　福光，大野　裕己 32 31 17 14 0 0 3.55 18 13 0 0 3.58 23 8 0 0 3.74 19.3 11.7 0.0 0.0 3.62

49 自信をもって取り組める学校保健 鬼頭　英明 20 20 14 6 0 0 3.70 10 10 0 0 3.50 11 9 0 0 3.55 11.7 8.3 0.0 0.0 3.58

50 英語の語法・文法を授業に役立てる 有働　眞理子，谷　明信 20 20 11 9 0 0 3.55 11 8 1 0 3.50 15 5 0 0 3.75 12.3 7.3 0.3 0.0 3.60

51 手話の世界へ：小学校における手話学習の取組 鳥越　隆士 20 25 17 8 0 0 3.68 17 7 1 0 3.64 19 5 1 0 3.72 17.7 6.7 0.7 0.0 3.68

52 コミュニティ・スクールのススメＢ 日渡　円，安藤　福光 30 19 12 7 0 0 3.63 14 5 0 0 3.74 15 3 0 1 3.68 13.7 5.0 0.0 0.3 3.68

53 英語の発音指導　理論と実践 近藤　暁子 16 16 13 3 0 0 3.81 15 1 0 0 3.94 13 3 0 0 3.81 13.7 2.3 0.0 0.0 3.85

54 8/27(木)
知っておきたい！　まちあるき授業の進め方
（（公社）土木学会との共催）

北詰　恵一 40 23 17 5 1 0 3.70 15 7 1 0 3.61 19 4 0 0 3.83 17.0 5.3 0.7 0.0 3.71

55 児童生徒理解のための心理学調査法 竹西　亜古 24 23 19 4 0 0 3.83 15 7 1 0 3.61 17 6 0 0 3.74 17.0 5.7 0.3 0.0 3.72

56 聴くことの文化から学ぶことＡ 長尾　義人 40 40 19 18 3 0 3.40 17 20 3 0 3.35 22 17 1 0 3.53 19.3 18.3 2.3 0.0 3.43

57 学力調査から見る日本の教育の現状Ｂ 安藤　福光，大野　裕己 32 31 22 8 1 0 3.68 23 8 0 0 3.74 28 3 0 0 3.90 24.3 6.3 0.3 0.0 3.77

58 8/29(土) 楽しい社会科フィールドワーク入門 吉水　裕也 16 14 12 2 0 0 3.86 11 3 0 0 3.79 11 3 0 0 3.79 11.3 2.7 0.0 0.0 3.81

59 8/30(日) 物理現象の数理モデリング 猪本　修，石原　諭 15 4 2 1 1 0 3.25 3 1 0 0 3.75 3 1 0 0 3.75 2.7 1.0 0.3 0.0 3.58

71 8/6(木) 特別支援教育基礎論（基本的考え方） 河相　善雄 20 19 2 14 3 0 2.95 6 11 2 0 3.21 9 9 1 0 3.42 5.7 11.3 2.0 0.0 3.19

72 8/7(金) 特別支援教育基礎論（制度のこれまでとこれから） 河相　善雄 20 18 6 10 2 0 3.22 8 9 1 0 3.39 9 8 1 0 3.44 7.7 9.0 1.3 0.0 3.35

73 8/3(月) 病弱児の心理・指導法（病弱児心理，生理及び病理） 髙野　美由紀 20 21 6 13 2 0 3.19 8 12 1 0 3.33 15 6 0 0 3.71 9.7 10.3 1.0 0.0 3.41

74 8/4(火) 病弱児の心理・指導法（病弱児教育課程及び指導法） 髙野　美由紀 20 20 8 11 1 0 3.35 6 12 2 0 3.20 12 8 0 0 3.60 8.7 10.3 1.0 0.0 3.38

60
日本の伝統と文化に関する教育課程と授業実践－グローバ
ル世界への日本文化の発信を意図して－

中村　哲 50 46 23 18 4 0 3.35 24 18 4 0 3.43 31 13 1 0 3.59 26.0 16.3 3.0 0.0 3.46
アンケート設問1,3の
み無記入1名

61
人間理解が基礎となる障害理解とその指導のあり方－疑似
障害体験を含めて－

芝田 裕一 20 19 16 3 0 0 3.84 17 2 0 0 3.89 17 2 0 0 3.89 16.7 2.3 0.0 0.0 3.88

62
子どもの不適応の問題に対する教育的支援　－子どもと大人
（教師ならびに保護者）とのかかわりあいの観点から－

辻河 昌登 60 59 41 18 0 0 3.69 43 16 0 0 3.73 52 7 0 0 3.88 45.3 13.7 0.0 0.0 3.77

63 聴くことの文化から学ぶことＢ 長尾 義人 40 39 18 21 0 0 3.46 19 20 0 0 3.49 24 15 0 0 3.62 20.3 18.7 0.0 0.0 3.52

64 知っておきたい！障害のある子どもの医療と福祉 高野 美由紀，石倉 健二 50 53 29 24 0 0 3.55 29 24 0 0 3.55 33 19 1 0 3.60 30.3 22.3 0.3 0.0 3.57

65
小学校におけるボール運動の授業づくり－系統性と教育内容
の明確化を意識した教材づくり－

筒井 茂喜 30 13 11 2 0 0 3.85 11 2 0 0 3.85 12 1 0 0 3.92 11.3 1.7 0.0 0.0 3.87

66
コンピュータ・マッピングによる主題図作成（作図ソフト　ＭＡＮ
ＤＡＲＡ入門）

南埜　猛 14 14 9 5 0 0 3.64 11 3 0 0 3.79 9 5 0 0 3.64 9.7 4.3 0.0 0.0 3.69

67 小学校教員のための木材加工の基礎 森山　潤，掛川 淳一 8 8 8 0 0 0 4.00 8 0 0 0 4.00 8 0 0 0 4.00 8.0 0.0 0.0 0.0 4.00

68 中学校・高校の歴史学習における教材研究
原田 誠司，松田 吉郎

森田　猛 50 11 5 6 0 0 3.45 6 5 0 0 3.55 6 5 0 0 3.55 5.7 5.3 0.0 0.0 3.52

69 中高生のための英語スピーキングテスト 吉田 達弘 24 12 12 0 0 0 4.00 10 2 0 0 3.83 9 2 1 0 3.67 10.3 1.3 0.3 0.0 3.83

70 発光ダイオードの原理と特性　－教材開発のために－ 小山 英樹 16 7 6 1 0 0 3.86 3 4 0 0 3.43 6 1 0 0 3.86 5.0 2.0 0.0 0.0 3.71

75 10/17(土) 視覚障害心理（心理と生理・病理） 芝田 裕一 20 20 15 5 0 0 3.75 14 5 1 0 3.65 14 6 0 0 3.70 14.3 5.3 0.3 0.0 3.70

76 10/18(日) 視覚障害心理（心理と障害受容） 芝田 裕一 20 22 17 5 0 0 3.77 19 3 0 0 3.86 17 5 0 0 3.77 17.7 4.3 0.0 0.0 3.80

計 2,344 1,940 1241 657 38 1 3.61 1215 692 31 1 3.61 1,328 578 26 4 3.66 1261.3 642.3 31.7 2.0 3.63

(参考)平成26年度 計 2,115 1,797 1175 582 34 6 3.63 1145 623 26 3 3.62 1,243 525 27 2 3.67 1187.7 576.7 29.0 3.7 3.64

4 3 2 1 4 3 2 1 4 3 2 1 4 3 2 1
募集
人数

受講
人数

Ⅱ
評価

Ⅲ
評価

全体
平均評価項目 Ⅰ 評価項目 Ⅱ 評価項目 Ⅲ 全体平均

Ⅰ
評価

10/3(土)

10/4(日)

10/17(土)

10/18(日)

8/20(木)

8/24(月)

8/25(火)

8/28(金)

評価項目Ⅰ：講義内容・方法についての総合的な評価

評価項目Ⅱ：あなたの最新の知識・技能の習得の成果についての総合的な評価

評価項目Ⅲ：講習の運営(受講者数，会場，連絡等)についての総合的な評価

64.0%
(1,241人)
62.7%

(1,215人)
68.6%

(1,328人)
65.0%

(3,784人)

33.9%
(657人)
35.7%
(692人)

29.9%
(578人)

33.1%
(1,928人)

2.0%
(38人)
1.6%
(31人)
1.3%
(26人)
1.6%
(95人)

0.1%
(1人)
0.1%
(1人)
0.2%
(4人)
0.1%
(6人)

評価項目Ⅰ

評価項目Ⅱ

評価項目Ⅲ

評価項目Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

の平均

（選択領域）

よい

（大変満足した・十分成果を得られた）

だいたいよい

（満足した・成果を得られた）

あまり十分ではない

（あまり満足しなかった・あまり成果を得られなかった）

不十分

（満足しなかった・成果を得られなかった）

46.9%
(346人)

56.7%
(418人)

61.2%
(451人)

55.0%
(1215人)

49.7%
(366人)

40.8%
(301人)

36.1%
(266人)

42.2%
(933人)

3.1%
(23人)
2.2%
(16人)
2.4%
(18人)
2.6%
(57人)

0.3%
(2人)
0.3%
(2人)
0.3%
(2人)
0.3%
(6人)

評価項目Ⅰ

評価項目Ⅱ

評価項目Ⅲ

評価項目Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

の平均

（必修領域）

65.1%
(1,171人)
63.6%

(1,143人)
69.1%

(1,242人)
66.0%

(3,556人)

32.6%
(586人)
34.8%
(626人)

29.3%
(527人)

32.3%
(1,739人)

1.9%
(34人)
1.4%
(26人)
1.5%
(27人)
1.6%
(87人)

0.4%
(7人)
0.2%
(3人)
0.1%
(2人)
0.2%
(12人)

評価項目Ⅰ

評価項目Ⅱ

評価項目Ⅲ

評価項目Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

の平均

（選択領域）

よい

（大変満足した・十分成果を得られた）

だいたいよい

（満足した・成果を得られた）

あまり十分ではない

（あまり満足しなかった・あまり成果を得られなかった）

不十分

（満足しなかった・成果を得られなかった）

42.3%
(371人)

52.5%
(461人)

59.6%
(523人)

51.4%
(1,355人)

52.2%
(458人)

43.7%
(384人)

37.0%
(325人)

44.3%
(1,167人)

4.8%
(42人)
2.8%
(25人)
2.6%
(23人)

3.4%
(90人)

0.7%
(6人)
0.8%
(7人)
0.7%
(6人)
0.7%
(19人)

評価項目Ⅰ

評価項目Ⅱ

評価項目Ⅲ

評価項目Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

の平均

(必修領域）
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成
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度
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●自主研修、10年経験者研修等の選択研修

№
新規
継続

研修講座名 講　　師 主たる対象 日程等 場　　所 受講者数

1 継続
「デンプンの消化」
－実験の工夫と理解の深化をめざして－

渥美茂明教授 小学校教員
8/4 （火）
 9:30～12:00

加東キャンパス
自然、生活・健康
棟４２３

12 名程度 10

2 継続
「理科野外活動が得意な先生になろう」
－生き物の名前調べ－

渥美茂明教授 小学校教員
8/6 （木）
 9:30～12:00

自然、生活・健康
棟４２３

12 名程度 15

3 継続 ポイント伝授　夢中を引き出す陶芸活動 淺海真弓准教授
幼稚園・小学校
教員、保育士

8/7（金）
 13:10～15:10

芸術棟117
工芸実習室

10 名程度 15

4 継続 顕微鏡による岩石の観察 澁江靖弘教授 中学校教員
8/10（月）
 13:10～16:40

自然、生活・健康
棟４１９

8 名まで 8

5 新規 図工＋音楽＝？　総合的な表現活動を楽しもう！
初田　　隆教授
木下千代教授

小学校教員
8/17（月）
 9:00～16:00

芸術棟 20 名程度 19

6 継続
インプロ（即興演劇）でこころと身体を解きほぐそう
－共感的・応答的・創造的コミュニケーションの愉
しみ－

宮元博章准教授
学外講師

学校種を問わない
8/19（水）
 13:00～17:00

マイクロティーチ
ングスタジオ①

15 名程度 12

7 継続
技術科におけるICT活用の授業デザイン　2015
－電気回路シミュレーションの活用－

森山　 潤教授
学外講師

中学校技術科教
員

8/20 （木）
 10:30～16:30

自然、生活・健康
棟112及び技術
実習棟

5 名程度 14

8 継続
校務におけるＩＣＴ活用のための基礎　－ﾜｰﾌﾟﾛ、
表計算、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ等各ｿﾌﾄｳｴｱにおける基礎
とポイント－

掛川淳一准教授
学校種を問わな
い

8/21（金）
 10:00～16:30

共通講義棟情報
教育実習室３

10 名程度 11

9 継続
学習指導の多様な展開を構想する道徳の時間の
授業づくり

淀澤勝治准教授
小学校・中学校
教員

8/21（金）
 10:00～16:10

共通講義棟３０４ 15 名程度 16

10 継続
技術リテラシーの育成を図る技術科の教材研究
2015  －クリップモータのパソコン制御－

小山英樹教授
森山 　潤教授

中学校技術科教
員

8/25 （火）
 10:30～16:30

自然、生活・健康
棟112及び技術
実習棟

5 名程度 5

11 新規
通常学校に在籍する肢体不自由のある児童生徒
への指導の基礎・基本　－車椅子の取り扱いから
指導計画まで－

石倉健二教授
特別支援学級担
任、通級指導教
室担当者

5/23(土)、9/5(土)
(2日間)
 10:00～15:00

神戸ＨＬＣ
兵教ホール

20 名程度 19

12 継続
就学前集団保育から小学校教育への適応的移行
に向けた子ども理解と連携

小林小夜子教授
幼稚園・小学校
教員、保育所保
育士

7/31（金）
 13:00～16:00

講義室1，2 20 名程度 17

13 継続
やってみよう！楽しい理科の実験・実技
－小学校の先生自身が楽しむ理科－

笠原　恵准教授
学外講師

小学校教員
8/1（土）
 13:00～16:00

講義室2 12 名程度 11

14
講座
名

変更
コミュニケーション力を育む体育授業づくり 筒井茂喜准教授

小学校・中学校
教員

8/3（月）
 9:30～12:00

講義室5 15 名程度 18

15 継続 子どもと学級をみる目を拡げる
秋光恵子教授
学外講師

現在、学級担任を
している小・中・高
等学校教員

8/4 (火)、8/6 (木)
(2日間)
 10:00～15:00

講義室2 10 名程度 10

16 継続
中堅層教員のための学校組織マネジメント事始め
（小学校・中学校）

大野裕己准教授
学外講師

小学校・中学校
教員

8/5（水）
 10:00～17:00

講義室3 15 名程度 6

17 継続
中堅層教員のための学校組織マネジメント事始め
（高等学校・特別支援学校）

大野裕己准教授
学外講師

高等学校・特別
支援学校教員

8/6（木）
 10:00～17:00

講義室3 15 名程度 6

18 新規
外国語活動の授業づくり
－コミュニケーションへの積極的態度を育てよう－

吉田達弘教授
学外講師

小学校教員
8/7 (金)
 10:00～16:00

講義室5 20 名程度 19

19 新規 物理現象の数理モデリングと力学系理論の基礎 猪本　修准教授
高等学校教員ほ
か

8/17(月）～19（水）
(3日間）
 10:00～15:00

講義室2

20 継続
運動部活動における「指導」を考える
－体罰から対話へ－

森田啓之准教授
主に中学校教員
（高等学校教員
も可）

8/17 （月）
 13:00～16:00

講義室1 20 名程度 22

21 継続
教員のための分子生物学入門
－教員のためのバイオインフォマティクス－

笠原　恵准教授

高等学校生物教
員、分子生物学
に関心のある小
中学校教員

8/18（火）
 10:00～14:00

コンピュータ教室 12 名程度 12

22 継続
「言葉の力」をつける国語科授業づくりセミナー
－思考力・判断力・表現力を育むために－

堀江祐爾教授
学外講師

小学校教員
8/18（火）
 10:00～17:00

講義室4 20 名程度 40

23 継続
“自分のことば”で授業を語り-聴き合う教員研修
－対話による授業リフレクションの体験－

宮元博章准教授
学外講師

小学校・中学校
教員

8/20（木） 10:00-
16:30、8/21（金）
11:00-16:00(2日間)

講義室1 10 名程度 4

24 継続
教師としての成長・発達について考える
－教職生活の中でマンネリズムやバーンアウトに
陥らないために－

新井　肇教授
別惣淳二准教授

小学校・中学校
教員

8/20（木）
 9:30～17:00

講義室4 20 名程度 17

25 新規 強みを生かして学校を変えよう
安藤福光准教授
学外講師

中学校・高等学
校教員

8/27 (木)
 10:00～17:00

講義室2 20 名程度 6

●初任段階教員向けの研修（教職経験１～5年目程度）

26 継続
わかる授業づくりのポイントを学ぼう
－生涯楽しく学び続ける教師であるために－

吉國秀人准教授
学外講師

小学校教員
8/1（土）
 10:00～16:00

神戸ＨＬＣ
講義室1

10 名程度 9

27 継続
初任段階の教師のためのコミュニケーション論
－子どもの声を受け止めるということ－

大関達也准教授
学外講師

小・中・高等学校
教員

8/19（水）
 10:00～16:00

講義室1 15 名程度 1

備考：講師欄の下線は、講座実施責任者を示す。

合計 （中止の講座を除く）　　　　　　　　　　　　　　２6講座 名程度 342

(93.4%)

平成２７年度　兵庫教育大学研修講座実施状況

募集人数

366
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